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発刊にあたって

今、ここに国・県の補助と指導をいただき市内遺跡分布調査報告ができましたことを、

喜びとするところであります。

わが市に所在する埋蔵遺跡の動向は、大正 12年に城嶽貝塚から明刀銭が出土し、 1932

年の崎樋川貝塚の発掘調査、 1968年に山下町第一洞穴遺跡が発掘調査され約 32,000年

前の人骨が出土するなど重要な位置を示しています。また、 1968年市史第一巻ーにおい

て現沖縄国際大学教授の高宮廣衛氏による各遺跡の概要の紹介があり、これまでに、多和

田真淳氏をはじめとする情熱深い究徒により 35の遺跡が確認されており、そして今回の

調査で新しく 3ケ所に遺跡、散布地が確認されました。

しかし、戦後の諸開発により、城祇貝塚、天久貝塚、天久遺跡、石田遺跡、山川貝塚、

ガジャンビラ丘陵遺跡等多くの遺跡が破壊され、遺跡の周知の徹底と保護活用が著しく遅

れている現状であります。そこでこの調査を機会に周知は元よりのこと、市民が自主的に

学習に利用できるよう、保護と活用の行政を積極的に押し進める所存であります。

最後に、この調査に御協力をいただいた文化庁、県、並びに調査員の方々に感謝申し上

げます。

那覇市教育委員会

教育長仔卜波静男



例 口

1. 本報告書は那覇市教育委員会が、総事業費2,000,000円（国補助 80%、県補助10%、

市負担10%)で、昭和56年度に実施した市内遺跡詳細分布調査の成果をまとめたもの

である。

2. 調査は、昭和56年6月11日から昭和57年 3月10日まで実施した。

調査責任者 那覇市教育委員会

教育長伊波静男

調査指導助言 沖縄県教育庁文化課

専 門 員 上 原 静 氏

調査担当 那覇市教育委員会社会教育課

主事 仲地 洋

臨時職員大田宏好

金 城 寿 久

3. 調査にあたり、次の方々に調査員を委嘱し、多くの教示を受けた。

考古学研究者 多和田真淳氏

沖縄国際大学教授 高宮廣衛氏

興南高等学校教諭 嵩元政秀氏

大平高等学校教諭 宮城長信氏

県立博物館学芸員知念勇氏

4. 市内城岳貝塚、崎樋川貝塚、山下町第 I洞穴遺跡出土遺物の写真撮影において次の方

々に便宜を受けたので厚く感謝申し上げます。

元東京大学教授鈴木尚氏

同 高井冬二氏

東京大学考古学研究室、助教授 上野佳也氏

同大学古生物研究室、助教授速水格氏

奈良国定文化財研究所々長 坪井清足氏

京都大学考古学研究室、主任教官 樋口隆康氏

同 助手 岡内三真氏

5. 本報告書に登載した埋蔵文化財包蔵地は38ケ所である。これは昭和57年 3月現在で、

今後の調査によって更に増えることも考えられる。



6. 遺跡分布地図においては、遺跡の範囲を線で囲んであるが、これはあくまでも表面調

査による範囲確認であり、実際の発掘調査あるいは雑木の伐採などによって範囲が変動

する場合がある。

7. 本報告書に掲載してある 2千5百分の 1国土基本図は国土地理院発行の地図を複製し

たものである。 （承認番号昭57沖複第15号）

8. 3万5千分の 1地形図は那覇市建設部都市計画課の発行した那覇市全図を複製したも

のである。

鴫
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第 I章調 査の概要

本市において、沖縄戦後の都市化は著しく、その影響を受けた諸開発によって多くの遺

跡が破壊され、先史時代のリンクが大きく欠けてしまった。しかし、多くの遺跡が消え去

る過渡期に、調査、研究された高宮廣衛氏の那覇市の考古資料、那覇市史 1967年、があ

り貴重な報告となっている。

今回の遺跡詳細分布調査は、今後は開発事業に対して事前に遺跡の所在、範囲、性格等

を明確にするのと、積極的に保存し活用を図るという目的で実施した。

調査は市内の遺跡に詳わしい、多和田真淳氏、高宮廣衛氏、高元政秀氏、宮城長信氏、

知念勇氏を調査員に委嘱し、現場で遺跡の分布、性格と発見及び破壊前の状況を教示して

戴き、後日専従調査員が表面踏査を主体とする分布調査を実施した。遺跡の位置と範囲を

くまなく地図にプロットすると共に、遺跡の立地、現状、時期、出土品等を「遺跡詳細分

布調査カード」に記録した。調査中に建設工事で遺物包含層の断面が露頭したガジャンビ

ラ丘陵遺跡、崎樋川貝塚においては断面の実測を行った。特に崎樋川貝塚においては、奈

良国立文化財研究所埋蔵文化財センター遺物処理研究室長、沢田正昭氏の指導を受け断面

を剥ぎとり記録保存した。

また、この調査を機会に、東京大学考古学研究室保管の城岳貝塚出土の明刀銭、同大学

古生物研究室保管の山下町第一洞穴遺跡出土の化石鹿骨、京都大学文学部考古学研究室保

管の崎樋川貝塚出土の遺物の写真撮影を行い貴重な写真資料を得ることができたので、本

報告書に収録した。
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第II章 分布調査地域における自然・人文環境

1. 分布調査地域における自然環境

那覇市は、沖縄本島南部に位置する県都である。市は北側で浦添市、東側で西原町、東

南側で南風原町、南側で豊見城村に隣接し、西側は東支那海に面し、慶良間諸島が眺望で

きる。

市域は東西が約 10.3km、南北が約 7.8 kmで、総面積は 37.47届である。

地勢は市の東部にあたる首里を中心に、繁多川、識名、真地にかけた一帯ではやや起伏

の激しい丘陵が南北に延びている。市の北部の末吉、天久や南部の小禄地区もなだらかな

丘陵になって、台地を形成している。市の中心部はおおむね平坦地（標高 2~10m前後）

である。首里の高台などに源をもつ河川が市域を横切り東支那海に注いでいる。市の北部

の浦添市境を流れているのが安謝川、南部の豊見城村境を流れているのが国場川、市の中

心部を縦横に流れているのが安里川、久茂地川、ガーブ川などである。

地質は大別して第三紀中新世から第四紀洪積世にかけての琉球石灰岩及び沖積世の隆起

珊瑚礁からなっているが、旧市内においては海浜堆積物からなるところもある。その分布

状況は、旧市街地及び首里から天久・安謝にかけた一帯や識名あたりで琉球石灰岩が露出

し、その他の地域では地表面は島尻層からなっている。

気候は亜熱帯モンスーン地帯に属し、四季を通じて平均気温 22.2度、平均湿度が 77%

である。雨量は春から夏にかけて比較的に多く、夏から秋にかけて台風が来襲する。

2. 分布調査地域における人文環境

本市は県都として、政治、経済、文化、教育、交通運輸などあらゆる分野において、中

心地である。市域の総面積 37.47kni（県総面積の1.7%)の中に県人口の約27％に当る 295,813

人の人口を擁し、県庁や国の出先機関などが所在し、経済活動においても各民間会社の本

社や沖縄営業所などが集中し、県経済を支える重要な役割りを担っている。また、文化、

教育の面においても、大学や研究機関をはじめ各種の文化施設などがあって、県都として

総合的な機能をそなえている。

産業別人口は、第一次産業（農林水産業）は 1,745人と少なく、第二次産業（建設業、

製造業）が 21,667人で、第三次産業（卸売業、小売業、サービス業、運輸通信業、公務、

金融、保険業など）は 85,646人と圧倒的に多い。

農家戸数は、昭和54年12月現在706戸で、耕地面積は 23,504アールである。農耕地は都市
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近郊の農地へのスプローJレ現象で、宅地への転用が進み、年々減少の一途をたどっている。

わずかに残った農家は、キビ作から都市向けの野菜栽培に移行し、最近では花升園芸もさかん

かんになっている。

参考資料

那覇市企画部広報課 「市勢要覧」 1981年
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第m章 那覇市における考古学研究史

年 代 那覇市における遺跡の発見、発掘調査について

1901年 I明冶34年 I加藤三吾天久村の「オガン」、首里金城村大阿母洞窟採集の石斧について

の報告

1904年明冶37年鳥居龍蔵城嶽貝塚の発見

1923年大正12年樺山資隆城嶽貝塚で明刀銭を発掘

1924年大正13年 伊東忠太・鎌倉芳太郎首里城跡京ノ内北側下の発掘調査

1926年大正15年 西村真次城嶽貝塚の発掘調査

" I小牧実繁 ” 

1929年 I昭和4年 金関丈夫城嶽貝塚の試掘調査

1932年 昭和 7年 国吉真哲・浦崎康華崎樋川貝塚の発見

1932年昭和 7年 島田貞彦崎樋川貝塚の発掘調査

1936年 昭和11年 伊東忠太・鎌倉芳太郎首里城跡西ノアザナ、京ノ内、正殿前の発掘調査

1956年昭和31年 多和田真淳識名貝塚、シーマ御嶽遺跡の発見

1959年 昭和34年 ／， ガジャンビラ貝塚の発見

1960年 昭和35年 ／， 嵩下原貝塚、魚下祝部遺跡、首里西森遺跡の発見

1960年 昭和35年 大川清 崎山御嶽、首里城跡、鳥堀古瓦窯跡、観音堂下付近瓦窯跡、宝口周

辺等の調査

1962年昭和37年 文化財保護委員会山下町第 1洞穴の発掘調査

1965年昭和40年 高宮廣衛末吉町A•B地点の発掘調査

1966年 昭和41年 ／， 崎樋川貝塚B、天久遺跡の発掘調査

1967年 昭和42年 ／， 波上洞埋葬遺跡の発掘調査

1967年昭和42年 多和田真淳山川貝塚の発見

1968年昭和43年 沖縄洪積世人類遺跡調査団 山下町第 1洞穴の発掘調査

1970年昭和45年 沖縄洪積世人類遺跡調査団嵩下原第 I洞穴、識名原遺跡の発掘調査
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第w章 那覇市における各遺跡の概要

, 1 ギリチ原貝塚 21 識名原遺跡w

2 崎樋川貝塚 22 識名原遺跡(13)

3 天久グスク 23 魚下原遺跡

4 天久遺跡 24 魚下原第 1洞穴

5 天久貝塚 25 石田遺跡

6 末吉町鹿化石出土地 26 石田グスク

7 首里西森遺物散布地 27 石田古墓遺跡

8 山川貝塚 28 壺川貝塚

9 虎頭山石器出土地 29 城岳貝塚

10 鳥堀古瓦窯跡 30 波上洞穴遺跡

11 首里城跡 31 三重グスク

12 崎山遺跡 32屋良座森グスク

13 崎山御嶽遺跡 33 御物グスク

14 玉陵南側洞穴遺跡 34 ガジャンビラ丘陵遺跡（洞穴も含む）

15 嵩下原貝塚 35 住吉遺物散布地（洞穴も含む）

16 嵩下原第 1洞穴 36 山下町第 1洞穴遺跡

17 識名園内遺跡 37 トゥムイ古墓遺跡

18 ジーマ御嶽遺跡 38 カニマン御嶽遺物散布地＇

19 識名貝塚

20 識名原遺跡
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那覇市内遺跡分布図
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1. ギリチ原貝塚

所在地 字天久

安謝の市外バス停より西方約250mの地点にある琉球石灰岩台地西端部に立地する沖縄

貝塚時代後期の遺跡である。ここは、 1734年に平敷屋朝敏が処刑された場所とも周知され

ている。また、最近付近を開洋塔と呼び拝所になっている。遺跡の北側は標高約15mの琉

球石灰岩が露頭し、南側は標高約 9mで傾斜面となっている。遺物はこの傾斜面から後期

土器、貝殻が僅かに採集できた。

ギリチ原貝塚遠景（南側より）

ギリチ原貝塚近景（南側より）
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2. 崎樋川貝塚

所在地 字天久

発見 A （前期） 1932年国吉真哲・浦崎康華

泊港の北方から安謝にかけて南北に延びる琉球石灰岩を基盤とする丘陵がある。本貝塚

はこの丘陵の北端西側の崖下及びその西側斜面に立地し、標高は約 4~16mである。遺跡

の範囲は南北約90m、東西約20mにおよぶ。

沖縄貝塚時代前期と後期の複合遺跡で、崖の直下は前期の貝塚で崎樋川貝塚A、その西

側斜面は後期の貝塚で崎樋川貝塚Bと呼んでいる。前期の貝塚は 1932年（昭和 7年）に島

田貞彦氏によって発掘調査が行われ、同年「琉球崎樋川貝塚」として報告されている（註1)。

後期の貝塚は 1966年（昭和41年）に高宮廣衛氏によって試掘調査が行われている（註 2)。

他に三宅宗悦氏の「琉球崎樋川貝塚出土の家犬に就て」の報告がある（註 3) 。

遺物は伊波式土器、荻堂式土器、大山式土器、後期土器（無文の口縁部・胴部、くびれ

平底、乳房状尖底）、石斧、磨石、貝製品が採集できた。

県指定の史跡であるので保存状態は良好であるが、指定範囲外の区域は火葬場や畜産会

社の施設建設のため破壊をうけている。火葬場裏側の破壊をうけた部分に幅約10m、高さ

約 2mの遺物包含層が露頭している。この包含層断面の一部を剥ぎ取り、那覇市教育委員

会に保管している。

北
ト→

東壁

層の剥ぎ取り部分 ← 
南

I 灰褐色土層

。

゜
Il 貝層

づ m 茶褐色混礫土層

—-

IV 白砂纂遣物層

こ／ー／ー----—
/ 

O 50cm 
- l-

崎樋川貝塚側壁図
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崎樋川貝塚遠景（南側より）

崎樋川貝塚近景（西側より）

層の剥ぎとり作業
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崎樋川貝塚採集前期土器（口縁部、有文胴部、底部）
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崎樋川貝塚採集後期土器（口緑部）
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崎樋川貝塚採集後期土器（底部）
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羹 こ
0 5 cm ------

崎樋川貝塚採集貝製品・石斧実測図

崎樋川貝塚採集貝製品・石斧

断面標本作成転写面の水洗い
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崎樋川貝塚出土土器（底部） 京都大学考古学研究室蔵

崎樋川貝塚出土骨製品 京都大学考古学研究室蔵

崎樋川貝塚出土貝製品 京都大学考古学研究室蔵

-15 -



崎樋川貝塚出土貝製品 京都大学考古学研究室蔵

崎樋川貝塚出土石斧（表） 京都大学考古学研究室蔵

同石斧（裏）
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アメク

3. 天久グスク

所在地 字天久

天久丘陵のほぼ中央部西端に立地する。ここは天久丘陵で最も高い場所で、標高は約47

mである。グスクの南側には天久遺跡が隣接する。石垣は築かれてなく、聖域的性格をも

つグスクで、グスク内にはコンクリートでつくられた御嶽や香炉があり、拝所として利用

されている。

採石工事により破壊をうけ、表土も削られ、基盤の琉球石灰岩が露頭している。そのた

めグスク内での遺物の採集は不可能で、天久遺跡へ降りる傾斜面で青磁、グスク系土器な

どが僅かに採集できるが、ほとんど小破片である 。

天久グスク・天久遺跡・天久貝塚遠景（西側より）

天久グスク近景（南側より）
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アメク

4. 天久遺跡

所在地 宇天久

発見 1966年 2月 金武正紀

天久グスクの南側約40m、標高約38mの丘陵上に立地する沖縄貝塚時代中期の遺跡であ

る。採石工事のため遺跡の大半が破壊をうけ、さらに遺跡に隣接する医院の拡張工事によ

り壊滅状態になっている。現在では遺物がわずかに採集できるのみである。 1966年に高

宮廣衛氏によって発掘調査が行われ、中期土器、石器が出土している（註 4)。

天久遺跡近景（南側より）

アメク

5. 天久貝塚

所在地 宇天久

天久遺跡の立地する丘陵の西側崖下に形成された沖縄貝塚時代前期の貝塚で、標高は約

30mである。 1977年の沖縄県教育委員会発行「沖縄県の遺跡分布」によると前期土器、貝

製品、骨製品が出土したとあるが、現在は採石、宅地造成により壊滅状態で、遺物の採集

はできなかった。

-18 -
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6. 末吉町鹿化石出土地

所在地 首里末吉町一丁目

発見 B地点 1964年 当真嗣ー安里嗣淳

末吉丘陵東南縁の琉球石灰岩の地隙に形成されていた旧石器時代の遺跡で、北側をA地

点、その南側を B地点と呼んでいる 。

1965年に高宮廣衛氏によって発掘調査が行なわれ、 A地点からは骨角製品、鹿骨、鮫の

歯、 B地点からは鹿骨、鮫の歯などが出土している（註 5)。遺跡の大半は宅地造成のため

の採石工事によって壊滅した。

末吉町鹿化石出土地 遠景（南東側より）

A 地点近景（南側より）

-19 -
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7. 首里西森遺物散布地

所在地 首里儀保町四丁目

首里儀保町の後方をほぽ東西に延びる琉球石灰岩丘陵がある。この丘陵のやや西端部近

くを切り通して県道 5号線が走っている。この切り通しの西側は西森とよばれ、北縁中央

部には拝所がある。この拝所より約20m西側の岩の周辺がA地点、拝所の東側一帯がB地

点、切り通しによってできた断崖面付近が C地点である。 A地点からは沖縄貝塚時代前期

の士器、グスク系土器等、 B地点から磁器、グスク系土器、 C地点からは鹿骨が得られて

いる（註 6)。今回の調査では B地点からグスク系土器を採集したのみで、 A地点からは

遺物の採集はできなかった。 C地点はすでに壊滅していた。

首里西森遺物散布地近景（南側より）

近景（西側より）
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ヤマガワ

8. 山川貝塚

所在地 首里山川町 1丁目

発見 1967年多和田真淳

首里山川町一丁目と大中町二丁目の境をほぽ東西に延びる標高約80~90mの石灰岩小丘

陵がある。この丘陵の西端付近、山川町一丁目22旧池城殿内の裏側急斜面から沖縄貝塚時

代中期の土器、貝殻が僅かに採集できた。中期の遺跡はゆるやかな斜面や丘陵上に形成さ

れていることから山川貝塚も丘陵上に形成されていたと考えられる。丘陵上は宅地となっ

ているので、遺跡は宅地造成の際に破壊されたと思われる。なお、この丘陵の中央部に第

一尚氏の墓陵と伝えられている天山とイジンチジがある。

山川貝 塚遠景

山川貝塚近景

-21 -



トラズヤマ

9. 虎頭山石器出土地

鳥堀から儀保に延びる石灰岩丘陵を虎頭山と呼んでいる。赤平町 2丁目 7番地、城間富

睦氏宅前の排水路に当るケ所から元営林署の排水路の新設作業で偶然的に石斧が 1個出土

した。

虎 頭 山 石 器出土地遠景
卜り＊ 9 

10. 鳥堀古瓦窯跡

首里鳥堀の東、弁ケ嶽に向う右側の斜面の民家（鳥堀町 5丁目 14番地、久高友光氏宅）

の庭先に所在する。 300年前に作成されたといわれている首里古地図に瓦墳として 4基の

窯口が記されておるが、現在は民家が立込み 1基分相当の跡地が確認できる。付近一帯に

瓦の破片や焼き土が散布している。立地しているこの土盛りをビンヌモーグヮーと俗称し

ている。

鳥堀古瓦窯跡近景
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11.首里城跡

所在地 首里当蔵町一丁目

首里城は首里当蔵の標高約 130mの石灰岩丘陵最頂部に立地し、廃藩まで琉球藩王の居

城であった。城域は、東西約 400m、南北約 270mで規模の大きな城である。築城年代は不

明であるが、察度王統の頃と考えられている。城内からは陶磁器、古瓦、古銭等が多く出

土しているが、戦後、琉球大学の建設工事によって遺物包含層は攪乱をうけている 。

城内には正殿、北殿、南殿、世誇殿、世添殿などの建物や歓会門、瑞泉門、白銀門、美

福門、継世門、淑順門、右披門、久慶門、漏刻門などがあり、城外には守礼門、中山門、

園比屋武御嶽があった。これらは第二次大戦で破壊されたが、守礼門、困比屋武御嶽、歓

会門と復元された。昭和57年 3月末には琉球大学の移転が完了し、首里城の発掘調査と復

元が計画されている。

首里城跡遠景

首里城跡近景
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12. 崎山遺跡

所在地 首里崎山町一丁目

首里城跡の南側に北西から南東に延びる標高約 120mの琉球石灰岩小丘陵がある。この

丘陵の東側に雨乞御檄、西側に崎山御嶽が立地し、遺跡は崎山御祇の境内の西側断面に形

成された旧石器時代の遺跡である 。採石工事によって著しく破壊されており、遺物の採集

は困難である。

崎山遺跡・崎山御嶽遺跡遠景（北側より）

崎山遺跡近景（北西側より）
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13. 崎山御嶽遺跡

所在地 首里崎山町一丁目

サチヤマ

崎山遺跡の東側、標高 118mの石灰岩丘陵上に立地する。この場所は察度王の子息崎山

子の屋敷跡だといわれている。遺跡の東側には崎山樋川がある。

1960年に大川清氏によって調査が行なわれ、「琉球古瓦調査抄報」として報告されてい

る（註 8)。鐙瓦、宇瓦、男瓦、女瓦、 S字系瓦などの古瓦が豊富に出土している。

遺跡の立地する場所は現在崎山公園として整備され、そのため一部が破壊を受けている。

崎山御嶽遺跡

-25 -
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14. 王陵南側洞穴遺跡

所在地 首里金城町一丁目

発見 1982年 那覇市教育委員会

玉陵の南縁は高さ約 3~4mの断崖となっている。本遺跡はこの断崖下に形成された洞

穴内にある。洞穴は南に開口し、入口の幅約 3.5m、高さ約1.5m、奥行き約 9mで、奥の

方は広く幅約 4.9m、高さ約 2.lmである。この洞穴の奥からグスク系土器が採集できた。

この崖面の西側に古墓が 2~3基あり、その一つから鳩目銭とガン首が採集できた。

玉陵南側洞穴遺跡遠景

玉陵南側洞穴遺跡近景

-26 -



クケシクバル

15.嵩下原貝塚

所在地 字真地

発見 1960年 多和田真淳

沖縄県農業試験場の西側約 230m、識名台地の東端の琉球石灰岩崖下、標高約80mに立

地する沖縄貝塚時代前期の遺跡である。産の直下はほぼ平坦で、そこから東側にゆるやか

に傾斜し、下方には金城川が流れている。崖面には第 2次大戦中に構築された堅壕があり、

そのために破壊をうけている。貝塚の範囲はこの堅壕付近に限られ、入口に貝層が僅かに

残っている。前期土器、貝殻、カニのハサミ、石材が採集できた。

本貝塚より南西側、崖沿い約70mに嵩下原第 I洞穴がある。

嵩下原貝塚遠景

嵩下原貝塚近景
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16.嵩下原第 I洞穴

所在地 字真地

発見 1967年 4月安里進

沖縄県ミバエ対策事業所後方、識名台地東縁の琉球石灰岩断崖面に形成された洞穴遺跡

で、標高は約80mである。洞穴の入口は東に面し、幅約 5.5m、奥行き約 6m、床面から天

井までの高さは約 4mで、奥に行くに従って低くなる。洞穴は墓として使用されていたた

め、壁面に添って人骨や骨壺の破片が散乱している。

今回の調査では遺物は採集できなかったが、かって鹿化石骨、鮫の歯、カニのハサミ等

の他、鹿骨製叉状骨製品が得られている（註 9)。

現在、洞穴の入口前面は墓地造成のためけずりとられ、高さ約2.5m程の断面となっている。

なお、洞穴の南西側約10mの地点から前期土器と貝殻がわずかながら採集できたが、こ

こはすでに墓地造成のため壊滅していた。

嵩下原第 I洞穴遠景（南側より）

嵩下原第 I洞 穴 近景

-28-
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17.識名園 内遺跡

所在地 字真地

識名台地の東南端部に識名園がある。この識名園の西側、標高約82mの平坦部に立地す

る沖縄貝塚時代中期の遺跡である。遺物は中期土器、石器が採集できた。遺跡の立地する

一帯は樹木の栽培を行なっており、そのため攪乱を受けている。遺跡の東側約60mのとこ

ろにジマチスジノリで有名な育徳泉がある。

識名園内遺跡遠景（南側より）

識名園内遺跡近景（南西側より）
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識名園内遺跡採集石斧実測図

・・l-----

識名園内遺跡採集石斧
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18.シーマ御嶽遺跡

所在地 字真地、識名

発見 1956年 多和 田真 淳

遺跡は字真地の西側の識名霊園のほぼ中央、標高約87mの小丘上に立地する。墓地造成

のため著しく破壊をうけ、また、遺跡を 2分するように道路（市道繁多川・識名線）が走

っている。この道路に面してコンクリート造りのジーマ御嶽がある。

遺跡の範囲は広いが、遺物の散布は少ない。須恵器、グスク系土器、陶質土器、磨石が

採集できた。

シーマ御嶽遺跡遠景（南側より）

シーマ御嶽遺跡近景（西側より）
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19.識名貝塚

所在地 字識名

発見 1956年 多和田真淳

識名台地西南端の台地上に立地する沖縄貝塚時代中期の遺跡で、標高は約86mである。

本貝塚の東側には識名原遺跡が隣接している。発見当時すでに痕跡もないまでに破壊され

ており（註10) 、現在では宅地、道路になっている。台地上からは遺物の採集はできない

が、西側急斜面から土器、石斧、貝殻などが若干採集できた。

識名貝塚近景（東側より）

識名貝塚近景（南側より）
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20.識名原遺跡

所在地 字識名・上間

字識名を東西に分離するように市道寄宮・真地線がほぽ南北に走っている。遺跡はこの

市道より東側の宇識名から宇上間にかけて形成されている。ここは識名台地の西南端頂部

に位置し、識名から上間にかけてゆるやかに傾斜しており、標高は約76~94mである。遺

跡の範囲は広く、東は識名の東端傾斜面付近、西は識名貝塚付近、南は上間の一部、北は

後ヌ御嶽付近におよぶ。遺物は青磁、グスク系土器、須恵器、陶質土器、石斧、磨石、凹

石などの他に近世の陶器も得られた。遺跡全体が集落内にあり、宅地か耕地になっている

ため破壊をうけている 。
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識名原遺跡遠景（南側より）
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シキナバル

21．識名原遺跡凶

所在地 字識名

発見 1963年多和田真淳

この遺跡は識名台地の南西に位置する上間集落のほぽ中央の高さ約 2~4mの琉球石灰

岩に形成された洞穴遺跡であったが、採石によって著しく破壊をうけ、その後の住宅建設

のため完全に破壊されてしまった。かって、鹿化石骨、鹿骨製叉状骨製品が採集されてい

る（註11)。
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識名原遺跡 A•B 遠景

シ キ ナ バ ル

22.識名原遺跡(B)

所在地 字識名

遺跡は識名原遺跡(A)の東方約的mの地点にあつて標高は約部mである 0 遺跡の立地する

場所はもともと石灰岩丘陵の斜面であったようであるが、 A地点と同じく採石によって破

壊をうけ、高さ約 4mの断面となっている。断面下には幅約4.5m、奥行き約1.7mの岩陰が

ある。かってその前面を埋めていた混土礫層から鹿角骨が採集されている（註12)が、現

在はアスファJレトで舗装されており、遺物は採集できない。

識名原遺跡に隣接しているため、遺跡の周辺からは識名原遺跡の遺物（グスク系土器、

磁器、石器など）が得られる。

識名原遺跡 B 近景
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イユ号ギバル

23.魚下原遺跡

所在地 字繁多川

発見 1960年多和田真淳

識名台地北縁の標高約82mの台地上に形成されたグスク時代の遺跡である。遺跡の範囲

は南北約35m、東西約 250mと広いが、遺物の散布は少ない。青磁、グスク系土器、陶質

土器が採集できた。遺跡の立地する一帯は墓地となっているため破壊が著しい。

なお、発見者の多和田真淳氏は魚下祝部遺跡と命名されている（註13)。

魚下原遺跡（丘陵上）、魚下原第 1洞穴遠景（北側より）

魚下原遺跡近景（南側より）
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イユサギパル

24.魚下原第 I洞穴

所在地 字繁多川

識名台地の北縁部は高さ約 4~5mの断崖になっている。遺跡はこの断崖面の洞穴に形

成されている。洞穴は北に開口し、高さ約 1切、幅約 2m、奥行き約 lmの小洞穴である。

旧石器時代の遺跡で、鹿骨が採集されている（註14)。洞穴の約 3.5m直下には第 2次大戦

時に構築された防空濠がある。

第 I洞穴から東側約20mの地点に第1[洞穴がある。洞内から遺物は採集できなかったが、

入口東側からは崖上（魚下原遺跡）から流れ込んだ遺物が採集できた。

魚下原第 1洞穴近景
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イシダ

25.石田遺跡

所在地 宇繁多川

発見 1964年

識名霊園の北側は傾斜面となっており、この傾斜面下方には石田中学校がある。遺跡は同

校の運動場西南部に所在していたが、遺跡が確認されたのがグランド造成工事中であった

ために工事終了とともに壊滅してしまった。工事中に石斧、凹石、磨石、叩石、グスク系

土器が出土している（註15)。

なお、 1977年3月 沖縄県教育委員会発行の「沖縄県の遺跡分布」では石田グスク及石

器出土地となっているが、両者は別の遺跡で石器出土地が石田遺跡である。

石田遣籐遠景（東側より）

石田 遺 跡 近 景 （北側より）
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イ シ ダ

26.石田グスク

所在地 字繁多川

石田遺跡の西方約 130mの地点、標高約70mの小丘上に立地していたが、宅地造成など

によって壊滅してしまった。西側に識名小学校が隣接し、その北側の道路端に碑文が建て

られている。現在では遺物の採集は不可能である。北側約 100mのところに石田ガーがある。

石田グスク近景（西側より）

イ シ ダ

27.石田古 墓遺跡

所在地 字繁多川

石田グスク付近に所在していたが、宅地造成などによって破壊されてしまったようであ

る。現在では、その場所さえも確認できない。天野鉄夫氏によって古墓内から石斧が採集

されている（註 16)。
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ッポガワ

28.壺川貝塚

所在地 字壺川

発見 多和田真淳・嵩元政秀

古波蔵から壺川に向かう国道 329号線の右手に南東から北西に延びる琉球石灰岩丘陵が

ある。本貝塚は丘陵の西端近く、標高約26mの南側斜面に孤立する石灰岩の周辺に形成さ

れた沖縄貝塚時代前期の遺跡である。石灰岩から西側の畑地に貝殻が散布し、また、貝層

も確認できたが、人工遺物は土器の小破片が僅かに採集できたのみである。

石灰岩から東側は高さ約 3~4mの産になり、遺跡の立地に適しているが、墓地となっ

ているので確認できなかった。また、崖上からは陶質土器が僅かに採集できた。

壷川貝塚遠景（南西側より）

壷川貝塚近景（西側より）
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グスクダケ

29.城岳貝塚

所在地 楚辺一丁目

発見 1904年 烏居龍蔵

那覇高等学校より南側約 150mに位置する標高約32mの琉球石灰岩小丘陵頂部に形成された

沖縄貝塚時代前期の貝塚である。採石工事や遊園地造成のため壊滅状態で基盤の石灰岩が露出

している。遺物の採集は困難である。この遺跡は大正12年に明刀銭が出土したことで著名であ

る。

1927年（昭和 2年）に小牧実繁氏によって発掘調査が行われ、前期土器、石器、貝製品、骨器、

貝殻、獣魚骨が出土している（註 17)。特に小牧氏の発掘や他の人々によって石鏃が多数得られ

ていることが注目される。この他に人骨も出士しており、金関丈夫氏の報告（註18)がある。

城岳貝塚 （西側より）

城岳貝塚（南側より）
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30.波上洞穴遺跡

所在地 若狭一丁目

全長 13. 7 cm 
城岳貝塚出土明刀銭（上・・・表、下…裏）

重量 16.4g 
東京大学考古学研究室蔵

波之上宮が建立する琉球石灰岩丘陵の北端部は高さ約10mの断崖を形成し、崖下は東支

那海の波に洗われている。遺跡はこの断厖の中腹に形成された洞穴内にある埋葬遺跡であ

る。洞穴には崖が険しくて登れず、今回は調査できなかった。

1967年（昭和42年）に高宮廣衛氏らによって発掘調査が行なわれ、後期土器、貝製品、

古銭、人骨などが出土している（註19)。人骨については小片保、森沢佐歳両氏による報

告がある（註初）。
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波上洞穴遺跡

ミー

31.三重グスク

所在地 西三丁目

那覇港入口北岸の標高約 7mの琉球石灰岩崖上に築かれたグスクである。北砲台と呼ば

れ、南の屋良座森グスクとともに倭寇などを防禦撃退するために築かれた。築城年代は不

明である。現在は第11管区海上保安本部那覇信号所となっているが、入口にはコンクリー

ト製の鳥居が建てられ、奥側にはコンクリートで造られた祠があり、訪れる人が多い。

石、1

＿重グスク近景
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32.屋 良 座 森 グ スク

所在地 住吉町

那覇港入口南岸にあり三重グスクと相対していた。那覇港入口を守るため1554年（天文

23年尚清28年）に築城された南の砲台であった。戦後、那覇港拡張のため、米軍によって破

壊され、現在は存在しない。

＊モノ

33.御物グスク

所在地 垣花町

那覇港内にある標高約 8mの琉球石灰岩から成る小島に築かれたグスクで、現在は米国

の軍事施設になっている。首里王府の公倉としての役割りを持ったグスクで、もとはミモ

ノグスク（看見城）といわれていた。創建年代は明らかでない。『琉球国旧記』に18世紀

の初め頃にはすでに廃絶されていたことが記されている。

御物グスクの考古学的調査は沖縄県教育委員会が 1977年に実施し、新田重清氏によって

報告がなされている（註21)。調査の結果、青磁、青白磁、白磁、染付、天目、黒磁などの

輸入陶磁器類が多量に出土することが確認された。

御物グスク 遠景（南側より）
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御物グスク近景（北側より）

34.ガジャンピラ丘陵遺跡（洞穴も含む）

所在地 垣花町

発見 1959年多和田真淳

那覇港から国道 331号線を越え左手に南東から北西に延びる標高約28m~34mの石灰岩

丘陵がある。遺跡はその北西部の丘陵上に形成された沖縄貝塚時代中期と後期の複合遺跡

である。遺物は、中期土器、後期土器、貝類、獣魚骨などが採集できた。採石により破壊

を受けており、さらに国道改良工事に伴なって遺跡の大半が破壊されてしまった。

洞穴はここから南東約 130mの地点にあり、標高は約42mである。洞穴の入口はほぽ南

に開口し、幅約 5m、高さ約1.5m、奥行き約 3mである。洞内から後期土器と貝類が僅か

に採集できた。

ガジャンピラ丘陵遺跡近景（東側より）
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ガジャンピラ丘陵遺跡採集土器
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ガジャンピラ丘陵遺跡採集土器
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洞穴近景（南側より）

"..シ

35. 住吉遣物敷布地（洞穴も含む）

所在地 垣花町、山下町

発見 知念勇・桃原久明

ガジャンビラ丘陵遺跡の東方約 150m、標高約34mの丘陵斜面に立地する沖縄貝塚時代

前期と後期の遺跡である。遺物は北側斜面とその中腹にある洞穴の前庭に散布している。

北側斜面では後期土器、石斧、貝殻、洞穴の前庭からは前期土器、魚骨、貝殻が採集でき

た。遺跡は丘陵上まで続いていたと考えられるが、丘陵上は高圧送電線建設の際に破壊さ

れてしまったようである。洞穴の奥側は第 2次大戦に用いられた防空壕と連結され、汚れ

が著しい。現在は拝所になっている。遺跡の南東には住吉神社、湖城の漱がある。

住吉遺物散布地遠景（北側より）
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住吉遺物散 布地洞穴

こ
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住吉遺物散布地採集石斧実測図

ヤマ シタ

36.山下町第 I洞穴遺跡

所在地 山下町

発見 1962年比嘉初子
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奥武山球場の南側にほぽ東西に延びる琉球石灰岩を基盤とする標高40mの丘陵がある。

本遺跡は同丘陵東端近くの北斜面中腹に形成された洞穴遺跡で、標高は約12mである。入

口はほぼ南西に開口し、幅約l.5'm、高さ約 3m、奥行き約 5mの小洞穴である。

1962年に文化財保護委員会（註22)、1968年に沖縄洪積世人類遺跡調査団（註23)によっ

て発掘調査が行われている。調査の結果、洞穴内には 3m以上にもおよぶ遺物の堆積層が

あることが確認された。堆積層は 6層に分けられ、第 I層・歴史時代の堆積物、第 I層・

陸産マイマイの層、第 llI層 ・木炭層、第W層・砂質の黄色土無遺物層、第 V層 ・木炭層、

第V1層 ・暗褐色土鹿骨層となっている 。

第V1層からは鹿の角や骨を加工した骨角製品が出土し、また、同層上部から「山下洞人」

とよばれる 8オくらいの少女の人骨も発見されている。第llI層から採集された木炭による
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放射性炭素の測定は 32,000土1,000Y. B. Pである。

沖縄における旧石器時代の代表的な遺跡として県の史跡に指定されている。

｀
 山下町出土鹿骨 東京大学古生物研究室蔵

37. トゥムイ古墓遺跡

所在地 字小禄

発見 1982年 那覇市教育委員会

遺跡はガジャンビラから山下町へ延びる標高約40mの丘陵東南端に位置する古墓である。

墓は幅約 4m、高さ約 2mの琉球石灰岩の岩陰に 2基作られている。いづれも天井近くま

で石を積み上げたチヂフギ墓であるが、東側は一部石積が崩れている。この東側の墓内か

ら土器片、古銭（栄寧通宝―-1429~1440年―-)が採集できた。
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トゥムイ古墓遺跡遠景（東側より） 採集古銭

トゥムイ古墓遺跡近景

ウクキ

38.カニマン御嶽遺物散布地

所在地 字小禄

小禄小学校の後方にほぽ北西から南東に延びる標高約42mの小丘陵があり、この丘陵の

南東部にあるのが後ヌ御嶽、北西部にあるのがカニマン御嶽である。このカニマン御嶽境

内にはアジジーと呼ばれている古墓が多く、この周辺にグスク系土器、貝殻が散布してい

る。
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カニマン御嶽遺物散布地遠景（南側より）

カニマン御嶽遺物散布地近景
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お わ り に

今回の詳細分布調査によって38の埋蔵文化財が確認できた。これらの遺跡の大半が第二

次世界大戦後の諸開発によって破壊された。現在、遺跡を取り巻く環境はきびしく、今後

いかに保存し、活用するかが大きな課題である。

おわりにあたって遺跡の立地、現状、今後の課題について記述する。

本市の遺跡は大方琉球石灰岩の分布、露頭している地域、おもに天久、首里から識名一

帯、小禄の一部に分布している。首里と識名一帯は市内で遺跡の半数近くが集中する地域

である。旧那覇は遺跡の数は少ない。小禄では北側の石灰岩丘陵一帯に遺跡は分布してい

る。

遺跡の立地を見てみると、旧石器時代の遺跡は石灰岩の洞穴に形成され、県指定の山下

町第 I洞穴遺跡、嵩下原第 I洞穴、識名原遺跡A、識名原遺跡B、魚下原第 I洞穴、崎山

遺跡、末吉町鹿化石出土地がある。

沖縄貝塚時代早期の遺跡は海岸砂丘地に立地するが、本市ではこれに相当する遺跡は未

発見である。

前期の遺跡は貝塚を形成し石灰岩丘陵崖下に立地するが、中には石灰岩丘陵上に立地す

る遺跡もある。崎樋川貝塚A、天久貝塚、嵩下原貝塚は前者、城岳貝塚は後者である。

中期の遺跡には天久遺跡、山川貝塚、識名貝塚、識名園内遺跡があり、琉球石灰岩丘陵

に立地している。

後期の遺跡は海岸砂丘に立地し、多量の貝殻が出土する。崎樋川貝塚Bがこれに相当す

る。

後期末頃にはガジャンビラ丘陵遺跡、住吉遺物散布地のように遺跡はおもに石灰岩丘陵

に形成される。また、この時期の埋葬遺跡として波上洞穴遺跡がある。

グスク時代の遺跡はおもに石灰岩丘陵上や丘陵斜面に形成される。本市では天久グスク、

首里城跡、ジーマ御嶽遺跡、魚下原遺跡、カニマン御嶽遺物散布地など 9ケ所が確認され

た。

以上、遺跡の分布、立地について簡単に記述した。次に遺跡の現状を記述する。

前述のように今回の調査で38ケ所の遺跡が確認されたが、保存状況の良好な遺跡は極僅

かで、ほとんどの遺跡は破壊されている。これを表にすると次のようになる。
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｀ 原因

旧石器時代
沖縄貝塚時代

グス
不明・

計ク
その他前期中期 後期

□ △ X □ △ x □ △ x □ △ x ロ・ △ X ロ △ X 

採 石 2 4 2 1 1 1 11 

宅 地造成 2 2 1 1 1 7 

学校建設 1 I 2 

道路建設 1 1 

公園建設 1 1 2 

墓地造成 2 2 

そ の 他 1 2 1 1 1 2 1 ， 
計 2 1 6 2 

゜
3 1 

゜
4 1 2 

゜
3 4 2 1 1 1 34 

※ 口…一部破壊 △・・・大半が破壊 X…壊滅状態

破壊の原因が 2つ以上の場合別々に記入してある。

今回の調査の途中でガジャンビラ丘陵遺跡が国道 331号の改良工事によってその大半が

破壊された。同遺跡は国道建設予定地内に入っており、関係機関の間で協議した結果、昭

和57年に緊急発掘調査を行うことになった。また、崎樋川貝塚では指定区域外で家屋建設

のため一部が破壊された。両遺跡とも今回の分布調査で破壊されていることを発見した。

このようにたえず遺跡は破壊の危機にさらされており、遺跡の周知徹底と積極的な活用を

図る必要がある。

今後の課題として今回調査できなかった軍用地内の調査、窯跡の調査が残っている。
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沖縄タイムス 1956年（昭和31年） 3月19日

園比屋武御嶽出土の古銭一尚真王時代のものではない一—（上・中・下） 東恩納寛惇
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園比屋武御椒出土の古銭 ~山里永吉
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再び園比屋武御嶽古銭について 東恩納寛惇

琉球新報

二千年前の貝塚発見ープト禄で一— 沖縄クイムス

1956年（昭和31年） 9月 3~4日
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1959年（昭和34年） 11月10日

知花城貝塚と首里城貝塚一茶の間の郷土史一 奥里将建

沖縄タイムス

宝口窯跡を発見一ー首里儀保町一— 琉球新報

二千年前のくぽみ石や奇石一那覇航空隊内で一—

琉球新報

鹿化石の出る遺跡を発見―—小禄で埋蔵のままー

琉球新報

那覇市内から鹿の化石一那覇市山下町一—

沖縄クイムス

細工された鹿化石―—那覇市山下町一ー 琉球新報
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1961年（昭和36年） 7月10日
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1962年（昭和36年） 12月27日

1962年（昭和36年） 12月29日
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南方系，北方系石器の同時発掘―—那覇市識名一—

琉球新報

中国の古銭がワンサーー琉大文経ビ‘`Jレわき一—

琉球新報

首里城跡出土の古銭 大嶺薫 琉球新報

首里城の古銭と首里遷都 多和田真淳

琉球新報

古い外耳土器が出土―—那覇市天久御嶽門原貝塚

沖縄タイムス
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金の古銭発見一琉大構内で 沖縄タイムス 1966年（昭和41年） 10月29日

古陶片について一均琉大構内から出土 山元恵一

琉球大学学生新聞 1966年（昭和41年） 12月 3日

古銭がざくざ＜―-円覚寺跡から発見

沖縄タイムス 1967年（昭和42年） 2月 2日

二千年前の貝塚発見―—那覇市首里

琉球新報，沖縄クイムス 1967年（昭和42年） 2月21日
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埋葬遺跡から無紋の古銭 那覇市波之上
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沖縄タイムス

両刃の古剣を発見＿首里城跡
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古銭がぞくぞく ＿ 那覇市久米町

御物城の発掘へ 那覇軍港内

1967年（昭和42年） 5月17日

琉球新報 1967年（昭和42年） 5月17日

沖縄クイムス 1967年（昭和42年） 5月27日

琉球新報 1967年（昭和42年） 5月28日
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中国の古銭見つかる一那覇市識名一— 約 1,300 年前の通貨
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古銭など多種発見―—識名宮洞窟

旧石器人を研究 那覇と具志頭で発掘作業

沖縄タイムス

ぞくぞくと青磁片―—那覇軍港内

山下町第一洞穴は三万年前と判定

「湧田焼」ぞくぞ＜―-壺川

壺川に窯の跡

1968年（昭和43年） 10月 2日

沖縄タイムス 1968年（昭和43年） 10月 3日

1968年（昭和43年） 12月29日

琉球新報 1970年（昭和45年） 5月22日

沖縄タイムス 1970年（昭和45年） 5月31日

琉球新報 1970年（昭和45年） 6月 4日

沖縄タイムス 1970年（昭和45年） 6月 4日
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